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論 文 内 容 の 要 旨
日本で唯一の靴の規格である JIS S5037規格（以下 JIS 規格）は足長と足囲，もしくは足長と足幅
の計測数値を表に当てはめ，その表記の付いた靴が自分の足に適合しやすいという目安になるもので
ある。基準値表は三種類あり，成人男子用（12歳以上），成人女子用（12歳以上），子供用（11歳以下
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ためヒールカーブ最突出高と靴長との関係性を検証したが r = 0.32で相関はなかった。
靴と足のヒールカーブ形状の適合性を見るために，ヒールカーブ最突出高と踵最突出高の高さを同






踵最突出高とそれぞれの関係性は足長が r = 0.54, 足囲は r = 0.51, 足高は r = 0.44であった。踵最突
出高と足長に r = 0.54で相関が最も高く JIS 規格における同サイズの隣り合うウィズ変化には有意差
がなかったことから，靴型のヒールカーブ最突出高はサイズに比例して変えなければならないと考え
られた。踵最突出高は踵骨のアライメント変異が影響しているのではないかと考え，踵骨隆起後端上










キーワード： 靴型（Shoe last）；靴計測システム（Shoe sizing system）；踵形状（Heel curve）； 
後足部（Rear portion of the foot）；足囲（Ball girth）；足幅（Ball width）




れ1983年に一般歩行用の靴の規格 JIS-S5037が制定された。この JIS 規格は1994年に改訂され現在の
ような足長と足囲，足長と足幅で表記するように改められた。日本で唯一の靴の規格である JIS 規格
は足長と足囲，もしくは足長と足幅の計測数値を表に当てはめ，その表記の付いた靴が自分の足に適



















被験者は JIS 規格に基づき19.5～27.0cm サイズ，ウィズ A～F の範囲内とした。一般的に市販されて
いる日本製革靴でインソールが取り外せないものとした。サイズは235mm，ヒール高は25mm とし，







出高は r = 0.17で相関はなかった。
踵最突出高とそれぞれの関係性は足長が r = 0.54で最も高い相関が示され，足囲は r = 0.51，足高
は r = 0.44であった。足高にもある程度の相関があったことから足高角を算出し踵最突出高との関係
性を検証したが r = 0.13（半角）で相関は示されなかった。さらに，同サイズに隣接するウィズ毎の
踵最突出高の変化を検証したが，ウィズが一つ変わっても踵最突出高に有意差はなかった。
足長と踵最突出高に高い相関が認められたことから，現状の JIS 規格に踵最突出高を加えることが
可能となった。これまでは足長と踵最突出高の関係が不明であったため，統一基準が存在しなかった
が，本研究において比例特性も明らかになったことから JIS 規格に連動する成人女子用後足部基準値
表を提案することができた。
今後の研究展開の中で取り組まれるべき課題として，この数値に基づいた靴型から靴を製作し，実
際の適合性に関して追及していくことが望まれる。
以上のことから，審査委員会は本論文を博士論文に相応しいと認める。
